
 
 
 

平成１４年１月１１日  

 
DLJ ディレクト SFG 証券口座および取引状況のお知らせ 

（２００１年１２月末） 
 
  インターネット・トレーディング専門の証券会社、ディーエルジェイディレクト・エ
スエフジー証券株式会社（代表取締役：國重惇史、本社：東京都千代田区；以下「DLJ
ディレクト」）は、２００１年１２月末現在の顧客口座開設数、取引および預かり資産

の状況を発表いたします。  
 

項目  2001年  
１２月  

2001年  
１１月  

口座数 *1 116,185 114,915 

稼動口座数 *2 72,466 71,409 

1日あたり平均注文件数 *3 24,575 22,107 

1日あたり平均約定件数 *4 15,390 12,740 

1日あたり平均売買代金（百万円） *5 16,336 15,310 

預かり資産残高（百万円） *6 356,693 365,946 

1日あたり平均注文件数 *3  23,121 20,378 
1日あたり平均約定件数 *4  14,491 11,647 

うち国内株

1日あたり平均売買代金（百万円） 15,991 14,817 
1日あたり平均注文件数 *3  7,103 5,733 
1日あたり平均約定件数 *4  5,664 4,266 

 信用取引

1日あたり平均売買代金（百万円） 8,108 7,117 
1日あたり平均注文件数 *3  39 47 
1日あたり平均約定件数 *4  11 10 

 夜間取引

1日あたり平均売買代金（百万円） 14 14 
*1 受付ベースの口座数となります  
*2 過去 1 年間において預かり資産が存在または一回以上の取引のあった口座数を指します  
*3 訂正・取消注文を除いた注文件数となります  
*4 一件の注文において複数の約定が成立した場合の内出来件数も含みます   
*5 外貨建て取引（現在のところ米ドルのみ）を含みます  
*6 外貨建て預かり資産（現在のところ米ドルのみ）を含みます  
 

 
２００１年１２月は、国内株式における新委託手数料の適用を開始いたしました。

特に信用取引においては、１１月に実施開始した開始基準と委託保証金率の引き下げ

と相まって、約定件数で３３％、売買代金で１４％の伸びを示しました。また、信用

取引の売買代金は国内株式全体の５０％をはじめて超えています。  



 
 
 
 
また１２月は、シュワブ東京海上証券株式会社の証券業務廃止に伴う、同社の顧客

口座と預り資産の移管受け入れを開始いたしました。さらに、同一受渡日における同

一資金での異なる銘柄の株式への乗換売買サービスを２月上旬開始予定でアナウンス

しております。  
 

 
 
 
 
 
 
DLJ ディレクトは、1999 年 3 月に設立され、同年 6 月 11 日よりサービスを開始し

た日本初のインターネット・トレーディング専門の証券会社です。CSFBdirect Asia 
Holdings Inc.、三井住友銀行、インターネットイニシアティブ、住友商事、住友生命
保険、三井住友海上火災保険、住友信託銀行が株主となっています。  


